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世
界
的
に
自
然
災
害
、
気
候
変
動
、
終

息
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
ガ
ザ
地
区
に
お
け
る
国
際
戦
争
の
拡

大
、
ま
た
国
内
的
に
、
森
林
火
災
、
物
価 

        

の
上
昇
。
そ
し
て
、
米
大
統
領
の
関
税
問

題
、
政
治
の
停
滞
な
ど
社
会
不
安
が
増
す

中
で
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
も
著
し
く

深
刻
な
影
響
が
及
ん
で
い
る
少
子
高
齢

化
。 

 

生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
数
は
、
１
９
４

７
年
の
２
７
０
万
人
か
ら
、
２
０
２
３
年

に
は
７
３
万
人
と
激
減
し
て
い
ま
す
。
少

子
化
が
進
み
、
ま
す
ま
す
医
療
の
発
達
、

栄
養
の
改
善
、
清
潔
な
環
境
、
国
情
の
安

定
な
ど
に
よ
り
長
生
き
で
き
る
よ
う
に 

     

 

   

な
り
、
高
齢
化
が
上
が
り
ま
す
。 

 

今
は
３
人
に
１
人
が
高
齢
者
、
そ
れ

が
超
高
齢
世
代
馬
宮
地
区
で
も
高
齢
化

が
進
み
、
単
身
高
齢
者
、
日
中
単
身
高

齢
者
、
な
ど
深
刻
な
問
題
で
す
。
見
守

り
活
動
、
高
齢
者
の
生
活
支
援
が
必
要

な
り
ま
す
が
、
し
か
し
、
こ
れ
を
支
え

る
人
々
も
高
齢
に
な
り
ま
し
た
。
支
え

る
の
は
、
お
隣
さ
ん
、
近
所
の
方
々
で

す
。 

馬
宮
地
区
社
協
は
、
地
域
の
自
治
会
連

合
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会 

 

          

  

                  

老
人
ク
ラ
ブ
協
議
会
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
な
ど
等
、
関
連
団
体

と
密
接
に
連
絡
調
整
を
取
り
な

が
ら
、
馬
宮
地
区
に
お
住
い

方
々
を
支
え
ま
す
。 

 

今
や
世
界
中
が
難
し
い
時
代

に
あ
っ
て
も
、
日
々
を
明
る
く

元
気
に
、
か
つ
幸
せ
な
人
生
を

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
祈
願
し

ま
す
。 

 

              

去
る
４
月
25

日(

金)

、
令

和
７
年
度
定
期
総
会
が
馬
宮

公
民
館
レ
ク
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
来
賓
に
岩
崎
西
区
長
を

は
じ
め
、
さ
い
た
ま
市
社
会

福
祉
協
議
会
西
区
事
務
所
の

岡
本
所
長
、
馬
宮
地
区
自
治

会
連
合
会
の
清
水
会
長
ほ
か
、

地
区
内
の
諸
団
体
会
長
や
学

校
の
校
長
先
生
方
な
ど
、
多

数
の
皆
様
の
ご
列
席
を
賜
り

ま
し
た
。
全
て
の
議
案
が
承

認
さ
れ
、
滞
り
な
く
総
会
は

無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。 

     

馬
宮
地
区 

少
子
高
齢
化 

馬
宮
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長 

会長 木下國臣 

 

定期総会無事終わる 

 

馬宮地区 

自治連会長 

清水 幹雄 

 

 

馬宮地区 

老協会長 

小藤 伸一 

馬宮地区 

民児協会長 

知久 雅夫 

副
会
長
選
任 



 

事
務
局 

会
長 

 
 

木
下 

國
臣 

 

副
会
長 

清
水 

幹
雄
（
事
業
部
会
） 

 
 

 
 
 

知
久 

雅
夫
（
総
務
部
会
） 

小
藤 

伸
一
（
総
務
部
会
） 

会 

計 

木
村 

茂
義 

 

監 

事 
 

都
築 

初
夫 

 

平
野 

広
則 

地
域
福
祉 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

総
務
部
会 

小
玉 

秀
生 

 
 

亀
井 

輝
一 

池
田 

桂
子 

 
 

小
倉 

良
友 

都
築 

利
雅 

 
 

蓜
島 

 

誠 

加
藤 

正
史 

 
 

山
田 

真
治 

広
報
部
会 

杉
山 

弘
政 

 
 
 

宮
本 

雅
子 

小
柳 

恭
子 

 
 
 

竹
之
内 

洋
子 

安
藤 

和
子 

 
 
 

谷
口 

 

進 

会
食
部
会 

 

関
根 

 

清 
 

 

風
見 

和
子 

浪
江 

恵
美
子 

 
 

昼
間 

広
子 

磯
﨑 

千
佳
子 

 
 

岡
田 

明
子 

小
峰 

一
夫 

 
 

矢
部 

伸
一 

事
業
部
会 

古
瀬 

和
夫 

 
 

中
野 

治
代 

常
田 

秀
子 

 
 

田
中 

京
子 

大
久
保 

雄
一 

 

山
川 

悦
子 

岡
田 

眞
理
子 

 

榎
本 

ひ
ろ
み 

河
野 

和
子 

 
 

小
峰 

清
已 

武
笠 

精
一 

 
 

小
林 

智
海 

清
水 

英
夫 

 
 

木
村 

静
雄 

饗
場 

達
明 

 
 

桑
原 

和
弘 

栗
原 

庸
至 

 
 

中
澤 

 

昭 

小
川 

龍
彦 

 
 

寺
田 

 

正 

福
祉
施
設 

青
山 

茂 
 

 
 

髙
橋 

清
子 

相
談
役 

岡
田 

 

悟
（
前
地
区
社
協
会
長
） 

                                 

                                 

           

令和７年度馬宮地区社会福祉協議会事業計画 

会計監査 

定期総会 

日赤募金/賛助会員募集 

広報誌「ふれあい馬宮６８号」発行 

理事研修会 

見守り推進委員会(福祉委員委嘱式) 

馬宮地区老人クラブ主催「グラウンドゴルフ大会」共催 

健康福祉事業「健康教室」＆PBボウリング大会 

児童センター主催「サマーフェスタ」共催 

馬宮まごころ基金 

広報誌「ふれあい馬宮６９号」発行 

青少年育成馬宮地区会主催 

「世代間交流ふれあいグラウンドゴルフ大会」共催 

体育振興会主催「馬宮地区運動会」共催 

児童センター主催｢ハロウィンパーティー｣ 共催 

馬宮ふるさとウォーキング 

赤い羽根共同募金 

世代間交流ふれあい事業｢絆コンサート・イン まみや」 

歳末助け合い募金 

児童センター主催｢ウィンターパーティー｣ 共催 

広報誌「ふれあい馬宮７０号」発行 

青少年育成馬宮地区会主催「ふれあいコンサート」共催 

馬宮地区老人クラブ主催「グラウンドゴルフ大会」共催 

弥生ふれあい会 

自治連主催「びん沼川さくらウォーキング」協賛 

 
通 年 

年 1〜2回 

不定期 

会食サービス事業｢会食の集い｣(8月は除く) 

子育て支援事業(子育てサロン活動の助成) 

地域連絡協議会/地域福祉行動計画進行管理委員会 

各支部見守り推進委員会(研修会を含む) 

支部活動への助成 

 

 お詫びと訂正 
前号の特集で 元気快！の活動を毎月第３木曜日とお知らせしましたが、 

正しくは毎月第 4木曜日でした。ご迷惑をおかけしてすみません。 

馬
宮
地
区
社
協
役
員 

(

育
成
会
会
長
兼
務)

 

 

関
根 

ゆ
か
り 

  

令和６年度 決算報告 

⑴ 収入の部（単位：円） 

項 目 決 算 額 摘 要 

市交付金(敬老会事業） 3,770,400 対象者３１４２人 

市社協補助金 916,942  

 

運営補助金 146,400  

地域福祉活動補助金 420,000  

会食サービス補助金 350,542  

 会費・各種募金配分金 1,396,696  

 

赤い羽根共同募金 279,000 実績額の２８％ 

歳末助け合い募金 464,461 実績額の９８％ 

賛 助 会 費 653,235 実績額の５５％ 

手 数 料 41,490 募金事務手数料 

合同研修負担金 522,000 自治連・民児協・社協 

寄 付 金 3,556  

雑 収 入 21,284 預金利子等・自治連より補助金 

前年度繰越金 2,812,267  

合 計 9,484,635  

⑵ 支出の部（単位：円） 

項 目 決 算 額 摘 要 

会 議 費 13,834 総会資料代・会場使用料 他 

事 務 費 234,560  

 

通 信 費 101,513 切手･郵送代･電話代･ネット代 

備 品 費 10,796 ラミネーター 

消 耗 品 費 75,341 コピートナー･用紙･印刷機インク 他 

光 熱 費 27,160 事務所電気代 

ホームページ関係費 19,750 HP更新料 他 

修 繕 費 0  

事 業 費 1,785,798  

 

会食の集い 387,924 さくら草助成・会食サービス 

地域福祉事業 346,510 見守り･絆コンサート･ウォーキング 

各種団体(共催) 120,000 
育成会・馬老協・体育振興会 
児童センター・ひだまり 

研修費(合同研修会) 479,164  

広 報 費 452,200 広報誌印刷代・PC打込み謝礼 

負 担 金 120,000 合同研修(社協負担分) 

団体助成金 410,000 まごころ基金・サロン立上げ・見守り補助金 

敬 老 会 3,777,220 敬老補助金・振込手数料 

渉外費・雑費 14,961 慶弔費・補助金返金 

操 出 金 500,000 積立金へ 

次年度繰越金 2,628,262 繰越見込み額 

合 計 9,484,635  

 



 
                               

３月１１日(火)「弥生ふれあい会」が馬宮

公民館で開催されました。３８名の方が参加

され、会場は和やかな笑いにあふれていました。 

社協木下会長の挨拶の後、アトラクション

がありました。｢ハーモニカ・のほほ｣の木村

ノブ子さんによる素晴らしい演奏でした。数

種類のハーモニカを使って、なつかしい曲を

演奏してくださり、皆さんの歌声が響きました。 

今年もボランティア「さくら草」のちらし

寿司をメインにした手料理に参加者も大満

足でした。「大勢で食べて、学生に戻ったみ

たいで楽しく、おいしかった。」「手が込ん

でいるお料理で、1 人ではなかなかできない

ですね。」など大好評でした。 

来年もスタッフ一同心よりお待ちしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弥生ふれあい会 

青
い
空
と
淡
い
ピ
ン
ク

の
桜
。
こ
れ
が
今
年
も
見

ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

例
年
通
り
く
じ
で
引
き
当

て
た
野
菜
を
頂
い
て
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。
や
っ
ぱ

り
春
っ
て
イ
イ
で
す
ね
❢ 

 

合同研修  いざという時に備えて 

１
月

30

日
、
馬
宮
地
区
の

社
協
・
民
児
協
・
自
治
連
『
合

同
研
修
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

午
前
中
は
、
埼
玉
県
防
災
学
習

セ
ン
タ
ー
『
そ
な
ー
え
』
で
地

震
・
煙
体
験
や
消
火
訓
練
を
し

ま
し
た
。
設
備
ト
ラ
ブ
ル
で
風

体
験
が
で
き
ず
残
念
で
し
た
。 

午
後
は
東
京
に
移
動
し
、
『
そ

な
エ
リ
ア
東
京
』
で
、
地
震
災

害
後
の
支
援
が
少
な
い
時
間

を
生
き
抜
く
知
恵
を
学
ぶ
「
東

京
直
下

7
2
H
 T
O
U
R

」
に
参
加
し

ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
手
に

し
、
質
問
に
答
え
な
が
ら
進
み

ま
し
た
。 

地
震
は
い
つ
起
き
る
か
、
わ

か
り
ま
せ
ん
。
近
く
に
出
掛
け

る
時
で
も
「
い
ざ
」
に
備
え
て

防
災
ホ
イ
ッ
ス
ル
や
ミ
二
ラ

イ
ト
、
傷
ば
ん
そ
う
こ
う
等
持

っ
て
い
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。 

 

お知らせ 

令和７年度 

「馬宮まごころ基金」 

 本年度も昨年同様交付します  

※  詳細は自治会回覧で!! 

 

新
一
年
生

が
入
学
し
て 

編
集
後
記 

 

か
ら
一
か
月
経
ち
ま
し
た
。
そ
ろ

そ
ろ
学
校
や
お
友
達
に
慣
れ
て

来
た
様
子
で
、
一
生
懸
命
通
学
し

て
い
る
ほ
ほ
え
ま
し
い
姿
を
見

か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

入
学
前
は
、
常
に
親
と
一
緒
に

行
動
し
て
い
た
の
に
、
小
学
一
年

生
に
な
る
と
親
か
ら
離
れ
て
行

動
す
る
た
め
、
交
通
事
故
や
事
件

が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
で
も
子
ど
も
達
が
事
故
・

事
件
に
遭
わ
な
い
よ
う
皆
で
見

守
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 

待

ち

に

待

っ

た

桜

が

咲

き
始
め
た
３
月

３０

日
、
１
３

０
名
の
参
加
者
の
も
と
、
さ

く

ら
ウ

ォ

ー

キ
ン

グ

が

ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

３
分
咲
き
の
桜
で
し
た
が
、

川

の
両

岸

は

沢
山

の

釣

り

人
と
満
開
の
菜
の
花
。
友
人

と
、
か
わ
い
い
つ
く
し
を
摘

み
な
が
ら
の
３
キ
ロ
。
や
わ

ら

か
い

春

の

日
差

し

を

浴

び
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
散
策
が
楽
し
め
ま
し
た
。 

 


